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東急バス株式会社 IC カードによる「バス利用特典サービス」に関する特約

第１編 総則

（目的）

第１条 この特約は、東急バス株式会社ＩＣカード取扱規則（以下「当社ＩＣカード規則」という。）に対する

特約であり、東急バス株式会社（以下「当社」という。）が、ＩＣカードによるバス利用者に対して提供

するバス利用サービス（以下「バス利用特典サービス」という。）に関する各種条件を定めるものである。

（適用範囲）

第２条 バス利用特典サービスは、当社ＩＣカード規則第２条第１項に定めるＩＣカードで、当社の指定するバ

ス（以下「適用バス」という。）を利用した場合に適用される。

２ ＩＣカードにかかわる取扱いのうち、バス利用特典サービスに関する取扱いは、この特約の定めるとこ

ろによる。この特約に定めのないＩＣカードの取扱いについては、当社ＩＣカード規則に定めるところに

よる。

３ この特約が改定された場合、以後のバス利用特典サービスについての取扱いは、改定された特約の定め

るところによる。

４ この特約及びこの特約に基づいて定められた規定は、予告なしに変更されることがある。

（用語の意義）

第３条 本編における主な用語の意義は、次の各号に掲げるとおりとする。

（１）「バスポイント」とは、ＩＣカードのＳＦ支払による適用バスの利用に対して、当社があらかじめ定

めるＳＦ支払額に対する付与額で付与されるポイントである。

（２）「特典バスチケット」とは、別表１号に定めるところにより、一定数量のバスポイントと交換で与え

られる、適用バスの運賃の支払いに充当することができるバス利用に対する特典である。

（３）「利用月」とは、ＩＣカードのＳＦで適用バスに乗車し、バスポイントが付与された日の属する月の初

日から末日（ＳＦ支払時点での日付を基準）までの１箇月間をいう。

（４）「ＳＦ支払」とは、当社ＩＣカード規則の定めにより、ＩＣ運賃機でバス運賃をＩＣカードのＳＦで

支払うことをいう。

（５）「累積バスポイント」とは、利用月においてＩＣカードに記録されているバスポイントをいう。

（６）「特典未交換バスポイント」とは、累積バスポイントのうち、特典バスチケットに交換されていない

バスポイントをいう。

（７）「バス利用特典サービス再交付証明書」とは、当社がバスポイント及び特典バスチケットを再交付す

る媒体がない場合に、バスポイント及び特典バスチケットを記載し発行する帳票をいう。

２ 前各号に定めのない用語については、当社ＩＣカード規則の定めるところによる。

第２編 バス利用特典サービス

（バス利用特典サービス）

第４条 「バス利用特典サービス」とは、当社が、利用月におけるＳＦ支払に応じて、適用バスの運賃の支払い

に充当できる特典バスチケットを付与するサービスである。

（バスポイントの付与及び積算）

第５条 旅客がバス利用時に、ＳＦ支払を行った場合にのみ、バスポイントを付与し同一のＩＣカードに記録す

る。

２ バスポイントは、同一のＩＣカードで利用月が同じ場合に限り、積算して記録する。

（バスポイントの合算）

第６条 バスポイントを、異なるＩＣカードとの間で共有、合算及び譲渡（移替え）することはできない。

（特典バスチケットへの交換及び累積バスポイント）

第７条 バスポイントは、自動的に別表１号に定める数量がたまり次第、同表に定める額の特典バスチケットに



交換され、同時に同一のＩＣカードへ自動的に記録される。

２ 特典バスチケットに交換されたバスポイントは、利用月に限り特典バスチケットへの交換の判定用とし

て、同一のＩＣカードに、累積バスポイントとして記録される。

３ 同一利用月の累積バスポイントは、10,000バスポイントを上限とし、10,000バスポイントに到達した時

点で、利用月の途中であっても0バスポイントとなる。

４ 前項で0バスポイントとなった場合、以降、利用月に限り第１項から第３項を繰り返す。

５ 累積バスポイントは、利用月を越えた時点で0バスポイントとなる。

６ 前項で0バスポイントとなった場合、翌月以降の利用日に0バスポイントから累積され、以降、第1項

から第５項を繰り返す。

（特典未交換バスポイントの繰越し）

第８条 特典未交換バスポイントの利用月の翌月への繰越しは行わない。

（特典バスチケットの利用）

第９条 特典バスチケットは、特典バスチケットの付与後、最初に適用バスを同一のＩＣカードでＳＦ支払で利

用する場合に、自動的にＳＦ支払に優先して使用される。

２ 特典バスチケット使用単位は１０円単位とする。

３ 1 回の使用で特典バスチケットを使い切らなかった場合は、次回以降、適用バスを同一のＩＣカードで

ＳＦ支払で利用する場合に、使い切るまで自動的にＳＦ支払に優先して使用される。

４ 特典バスチケットが記録されているＩＣカードに、当社の有効な乗車券が発行されている場合は、特典

バスチケットは使用されない。

（特典バスチケットの有効期限）

第１０条 特典バスチケットは、交換（付与）された日から１０年間有効である。

（特典バスチケットの合算）

第１１条 特典バスチケットを、異なるＩＣカードとの間で共有、合算及び譲渡（移替え）することはできない。

（無効となる場合）

第１２条 次の各号のいずれかに該当する場合は、当社ＩＣカード規則第１７条及び第３２条の規定を準用する。

（１）偽造又は不正に作成された、バスポイント及び特典バスチケットが記録されている場合。

（２）不正に作成（記録）された特典バスチケットを使用した場合。

（３）旅客の故意又は重大な過失によりＩＣカードが障害状態になり、バス利用特典サービスが利用でき

ない場合。

（不正使用に対する旅客運賃・割増運賃の収受）

第１３条 前条の規定に該当した場合、運送約款の定めにより普通旅客運賃・割増運賃を収受する。

（再発行）

第１４条 当社ＩＣカード規則第１９条、第２０条、第３４条ならびに第３５条の定めにより、ＩＣカードの再

発行を行なう場合、ＩＣカードの再発行と同時に、バスポイント及び特典バスチケットの再発行を行う。

（移替え）

第１５条 ＩＣカードに記録されたバスポイント及び特典バスチケットについて、第６条及び第１１条の定めに

かかわらず、以下の各号の場合に限り別のＩＣカードへ移替えを行うものとする。

（１）当社ＩＣカード規則第２１条及び第３６条第１項から第３項の定めにより、ＩＣカードの交換及び

移替えを行う場合。

（２）旅客またはＰＡＳＭＯ事業者が、ＩＣカード発行事業者の定める帳票を提出した場合。

２ 前項の定めにより移替えを行うときに別のＩＣカードがない場合は、当社はバス利用特典サービス再

交付証明書によりバスポイント及び特典バスチケットを再交付し、有効期間内にこれをバス利用特典サ

ービス実施事業者へ提出したときに別のＩＣカードへ移し替える。

（払いもどし）

第１６条 旅客が、ＩＣカードが不要となり、当社ＩＣカード規則第２３条及び第３８条の定めによりＩＣカー



ドの払いもどしを行なう場合、バスポイント及び特典バスチケットは払いもどしの対象外とし無効とす

る。

（バスポイント・特典バスチケットの確認）

第１７条 ＩＣカードに記録されたバスポイント及び特典バスチケットは、適用バスのＩＣ運賃機及び営業所等

で確認することができる。

（制限事項）

第１８条 ＩＣカードの破損、障害、バスＲ／Ｗの故障又はバスＲ／ＷによるＩＣカードの内容読み取りが不能

となった場合には、バス利用特典サービスを利用することはできない。

２ 前項により、バス利用特典サービスを利用できない場合、別の方法によるバス運賃の支払いに対して

は、バス利用特典サービスの対象外である。

３ バスポイントおよび特典バスチケットに金銭的価値はなく、バス利用特典サービス以外での使用また

は金品への交換はできない。

（免責事項）

第１９条 次の各号のいずれかに該当する場合に、旅客に生じた不利益及び損害について、当社は一切その責め

を負わない。

（１）紛失したＩＣカードが使用された場合。

（２）第１８条第１項及び第２項により、バス利用特典サービスが利用できない場合。

（３）ＩＣカードの払いもどし等により、バス利用特典サービスが無効となった場合。

附則 この規則は２００７年 ３月１８日から実施します。

附則 この規則は２０１０年 ４月 １日から実施します。

附則 この規則は２０１１年 ３月１２日から実施します。

別表１号 特典バスチケット交換額

バスポイント（累積） 特典バスチケット交換額

1,000バスポイント 100円

2,000バスポイント 100円

3,000バスポイント 160円

4,000バスポイント 160円

5,000バスポイント 330円

6,000バスポイント 170円

7,000バスポイント 180円

8,000バスポイント 180円

9,000バスポイント 180円

10,000バスポイント 180円


